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研究成果の概要（和文）：　本研究は、大学生と社会人とがキャリアについて対話するインフォーマルな交流実践を実
施し、大学生と社会人それぞれのキャリア意識に及ぼす効果を測ることが目的である。インフォーマルな場での大学生
と社会人との交流実践は数多く行われているが、その効果に関する検証はあまり行われていない。そこで本研究では、
大学生と社会人の対話を重視した交流実践を実施し、効果について事前事後の質問紙調査と事後の半構造化インタビュ
ーを実施した。その結果、大学生の自己効力感は向上するが、社会人は一部自己効力感が低下することが明らかとなっ
た。今後は、社会人も過去ではなく未来を展望する活動を行うことで自己効力感が高まると考えられる。

研究成果の概要（英文）：This study evaluates the effect of dialogue programs between university students a
nd working young adults for career development. Recently, career education has been focused in higher educ
ation, informal career dialogue programs have been seen widely. Although many informal programs have done,
 the evaluation for them have not so done much.
This study examines development and evaluation for the informal career dialogue program for university stu
dents and young working adults. Eight university students and eight working young adults discussed their w
ork and career visions, reflecting their past experience. We discuss the results of their discussions, bei
ng based on the results of a questionnaire and semi-structured interviews. The results show that self-effi
cacy of the students increased. It also reveals that working young adult's anxieties over their failures i
ncreased. It is considered that the future prospect have increased the self-efficacy for university studen
ts.
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１．研究開始当初の背景 
大学におけるキャリア教育では，就職支援

に留まらない初年次からのキャリア意識向
上への取り組みが普及してきている（上西
2007）。平成 22 年に日本学生支援機構が全国
の大学、短期大学、高等専門学校等に行った
調査では、必須科目としてキャリア科目を開
設している大学は、全体の 36.3％であった。
また正課に留まらず、正課外の取り組みとし
て学生と社会人とが交流する実践も数多く
行われるようになった。たとえば、NPO 法
人カタリバは、大学生が高校生の進路に関す
る悩みを聞き、自らの経験を語る実践を行っ
ている（上阪 2010）。その他、社会人と大学
生とが交流する実践には「ハナジョブ」、「ハ
タモク」などが挙げられる。ハナジョブ、ハ
タモクはいずれも、企業で働く社会人が大学
生のキャリア支援のために立ち上げたイン
フォーマルな交流の場である。これらは、イ
ンターンシップや PBL に比べ大学生が社会
人と気軽に交流できる場として注目される。 
 
２．研究の目的 
しかし社会人と学生との交流実践につい

て、効果に関する十分な検証はあまり行われ
ていない．また，実践には次のような問題点
も挙げられている．一点目は，企業側が学生
のキャリア意識向上という目的を共有して
いない場合には，学生のキャリア意識向上が
十分はかられない点である．二点目は，社会
人との交流実践では，学生同士の横のつな 
がりや、学生と社会人との対話の重要性も指
摘されるが，実践への社会人の参加メリット
が見えづらく，また社会人や学生同士の横の
つながりを保ちにくいという点である． 
そこで本研究では、学生と社会人との交流

実践について，学生と社会人との対話を重視
した実践を開発し、その効果について検討す
る。 
 
３．研究の方法 
(1)交流実践の開発 
本研究では、学生と社会人との対話を促す

実践を開発・実施し、その効果について事前
事後の質問紙調査と事後インタビューによ
る評価を行った。 
 実践は 2012 年 7 月 7 日に予備実践を行っ
た上で2012年12月16日に本実践を行った。
本実践には社会人 8 名（うち女性 2 名）、大
学生 8 名（うち女性 3 名）が参加した。社会
経験のない大学生と社会人とが交流する場
合には、大学生と社会人との対話をいかに引
き出すかが課題として挙げられる（尾澤ほか
2010）。そこで本研究では、大学生と社会人
との対話を促すため、キャリア・アンカー・
インタビューの手法を用いた。 
キ ャ リ ア ・ ア ン カ ー と は 、 Schein

（1978=1991）によって考案された概念であ
り、職業上の自己イメージを指す。Schein
（1990=2003）は、自らの仕事の価値観を振

り返ること（リフレクション）がキャリア・
アンカーの自覚につながると考え、ペア同士
で互いにインタビューし合うキャリア・アン
カー・インタビューの方法を提唱した。本研
究では、Schein が考案したキャリア・アンカ
ー・インタビューの質問項目の文言を大学生
用に一部変え、社会人、大学生それぞれが互
いにインタビューをし合うことで理解を深
め、キャリアに関する対話が深まるよう工夫
した。 
(2)評価 
実践の効果を評価するため、事前事後の質

問紙調査と事後の半構造化インタビューを
実施した。まず、実践の効果を測るために、
事前と事後の質問紙調査で参加者の自己効
力感の変化を測ることとした。自己効力感を
測る指標には、一般性セルフ・エフィカシー
尺度（坂野・東條 1986）を用いた。セルフ・
エフィカシーはもともと Bandura（1977）が
提示した概念であり、「ある行動をおこす前
に個人が感じる『自己遂行可能感』」である。
これまでにも大学におけるキャリア教育で
は、キャリア支援として学生の自己効力感の
育成が重要であること、自己効力感の育成に
は何らかの教育的介入が必要であることな
どが指摘されてきた（中川・原口 2011）。さ
らに自己効力感の育成には、学生参加型の体
験的な要素を取り入れることや、自身の学び
を振り返るプロセスが重要であることも指
摘されている（中間 2008）。大学生と社会人
とが交流する実践に参加し、これまでの経験
を振り返ることで、参加者の自己効力感は向
上するのではないかと考えられる。 
事後インタビューは、各グループの社会人

1 名計 4 名に対し、実践後 1 週間から 1 ヵ月
以内に半構造化インタビューを実施した。イ
ンタビューでは大学生との交流が社会人の
キャリア意識にどのような影響を及ぼした
かについて、大学生との対話で振り返ったこ
とや新たに気づいたこと、大学生との交流の
感想などを尋ねた。また、インタビュー協力
者に実践を撮影したビデオの録画を見せる
再生刺激法（吉崎・渡辺 1992）を併用し、実
践の中で考えたことや感じたことに関する
より詳細な語りが得られるよう工夫を行っ
た。評価には、質問紙、当日のリフレクショ
ン・シートのほか、社会人に対し事後に行っ
た半構造化インタビューの逐語録を用いた。 
 

４．研究成果 
(1)事前事後の質問紙調査 
自己効力感について、回答に欠損のあった

1 名をのぞく大学生 8 名、社会人 7 名のセル
フ・エフィカシー得点を事前事後で比較した。
セルフ・エフィカシーは全 16 問、3因子で構
成され、信頼性及び妥当性は確認されている
（坂野・東條 1986）。3因子とは、「行動の積
極性」、「失敗に対する不安」、「能力の社会的
位置づけ」であり、本研究においてもこの 3
因子において分析を行う。各項目とも「4．



そう思う、3．ややそう思う、2.やや違うと
思う、1．違うと思う」の 4 段階のリッカー
ト尺度によって数値化した（反転項目 8つに
ついては 5 から差し引いた数値を用いる）。
それぞれの因子におけるα係数を算出した
結果、α係数は 0.482～0.681 であったが、
先行研究において信頼性、妥当性は確認され
ていることから、本研究ではそのまま 3因子
を使用した。 
大学生と社会人では事前事後で自己効力

感にどのような変化がみられるかを比較す
るため、属性（大学生・社会人）と事前事後
の2要因による二元配置分散分析（混合計画）
を行った。その結果、「行動の積極性」では、
事前事後の主効果が有意であった（F(1,13)
＝6.674, p<.05）が、属性の主効果、交互作
用効果とも有意ではなかった（（F(1,13)＝
2.84, n.s.），交互作用 n.s.）。また、「失敗
に対する不安」では、属性と事前事後との間
に有意な交互作用効果がみられた（F(1,13)
＝8.374, p<.05）。しかし、事前事後、属性
の主効果はどちらも有意ではなかった（事前
事後の主効果（F(1,13)＝.205, n.s.），属性
の主効果（F(1,13)＝2.726，n.s.））。「能力
の社会的位置づけ」においては、主効果、交
互作用効果とも有意ではなかった（事前事後
の主効果（F(1,13)＝.986, n.s.），属性の主
効果（F(1,13)＝1.819, n.s.），交互作用 
n.s.）。「行動の積極性」と「失敗に対する不
安」について、結果を図 1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 セルフ・エフィカシーの分析 
 
 本研究の結果、大学生と社会人の交流実践
が大学生の自己効力感を向上させることが
明らかとなった。しかしその一方で、参加し
た社会人の中には「失敗に対する不安」など
の自己効力感が下がることも見られた。社会
人の自己効力感が下がる原因については、大
学生との対話により社会人が自らのキャリ
アを内省する中で、過去の失敗などをより強
く意識するからではないかと考えられる。社
会人の自己効力感を高めるためには、大学生
との対話の中で、社会人もまた過去ではなく
未来を展望する活動を行う必要があると考
えられる。 
 
(2) 社会人に対し事後に行った半構造化イン

タビュー 
質問紙調査では、大学生は社会人との交流

によって「行動の積極性」が向上し、将来へ
のヒントや新たな気づきを得た一方で、社会
人は大学生との交流が、反対に「失敗に対す
る不安」を高めていた。また、交流実践に対
する感想では、大学生は交流を通じ、自分の
キャリアの意外な一面や将来へのヒントを
見つけたと回答していたが、社会人はいずれ
についても否定的であった。そこで、大学生
との交流でなぜ社会人は「失敗に対する不
安」が高まったのか、大学生との交流におい
て社会人にキャリアに対する新たな気づき
はなかったのか等、大学生との交流に関する
感想について社会人にインタビュー調査を
行った。 
各グループから、公認会計士、税理士とい

った専門職をのぞく一般企業に勤める社会
人をそれぞれ 1 名ずつ、年齢や性別に偏りの
ないよう 4 名選び、許可を得たうえで半構造
化インタビューを行った。調査協力者の属性
とインタビュー内容を表 1 に示す。 
 

表 1 調査協力者の属性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 事後インタビューでは、4 名とも前半のキ
ャリア・アンカー・インタビューを大学生と
ペアで行ったことにより、自分のこれまでの
キャリアをリフレクションし、価値観を整理
することができていた。そのうち 3名は、新
しい気づきはなかったものの、大学生に対し
自分のこれまでの経験や価値観を分かりや
すく説明しようとすることで、自分のこれま
での経験や仕事に関する価値観を再認識し
たという。また 1名は、今回の実践で初めて
立ちどまってリフレクションを行ったこと
で、自分のこれまでの経験や価値観を整理す
ることができたという。 
 その一方で、大学生との対話の中でリフレ
クションを行うことは、自分自身の失敗経験
をも振り返り語ることにつながる。質問紙調
査で「失敗に対する不安」が高まっていたこ
とは、大学生に過去を語ることで、社会人が
自分自身の失敗経験をも改めて認識したか
らではないかと考えられる。 
 以上本研究では、大学生と社会人との交流
が大学生、社会人の「行動の積極性」につい
ては正の影響を与え、大学生の「失敗に対す
る不安」には負の影響を与えることがわかっ
た。このことは、社会人との交流によって、
大学生の「失敗に対する不安」が下がったこ
とを示している。さらに交流に関する感想で
は、社会人に比べ大学生の方が、社会人との



交流によりキャリアに対する新たな気づき
を得ていた。自己効力感は個人の進路選択に
大きく影響するものであり、自己効力感が高
い学生ほど自らの進路選択やキャリアにつ
いて積極的に関与しようとする（浦上 1995）。
「行動の積極性」、「失敗に対する不安」とい
う点からみれば、社会人との交流は大学生の
自己効力感を高めるものであり、実践は大学
生のキャリア支援に有効な方法であるとい
える。 
しかし一方で、大学生と社会人との交流実

践には課題もあることが明らかとなった。大
学生の「失敗に対する不安」得点は上がった
のに対し、社会人の「失敗に対する不安」得
点は下がっていた。このことは、実践によっ
て社会人の「失敗に対する不安」が高まった
ことを示している。本研究の結果だけでは大
学生との交流により社会人の失敗に対する
不安がなぜ高まったかについては明らかで
はなく、この点は今後さらに研究を行う必要
がある。 
また、本研究の結果から、今後大学生と社

会人との交流実践を継続的に行っていくた
めには、社会人にとっても交流が新たな気づ
きや展望が得られるよう活動をデザインす
る必要があると考えられる。そして本研究か
ら示唆される今後の活動デザインの方向性
として、一つには、将来を展望する活動が挙
げられる。大学生と社会人との交流実践は、
大学生にとっては、自分の将来を語る活動と
なるのに対し、社会人にとっては主に自分の
過去について語る活動となる。冨安（1997）、
都築・白井（2007）は、将来への展望が自己
効力感と関連することを指摘しているが、今
後大学生と社会人とが交流実践を行う際は、
大学生だけでなく社会人の参加者も、将来に
ついて語り展望を描けるよう活動をデザイ
ンする必要があるだろう。 
 また活動をデザインする際には、大学生と
社会人との仕事に対する視野の違いを架橋
することも必要と考えられる。大学生と社会
人との対話では、見えている仕事の世界の広
がりの違いから、社会人は大学生に業務を理
解してもらうことの困難さを感じていた。学
生と社会人における仕事の見え方の違いは、
たとえば、香川・茂呂（2006）でも指摘され
ている。香川・茂呂（2006）は、看護学校系
医療短大生を対象とし、校内学習から病院で
の臨地実習への移行について観察やインタ
ビューによる調査を行った。その結果、病院
での実習は学校での授業よりもずっと先を
見通すことが求められるため、実習生は学校
から病院への移行に困難を覚えていた。大学
生と社会人との交流でも同様に、仕事の経験
のない大学生と社会人とでは、見えている仕
事の世界の広がりが異なっている。このため
実践は、社会人にとって大学生との間に距離
を感じさせるものとなった。今後、大学生と
社会人との交流実践を行っていく際には、両
者の視野の広がりの違いを考慮に入れ、大学

生と社会人との視野の違いを架橋する工夫
を行う必要がある。 
 また本研究は半日の交流実践に留まった
が、大学生と社会人のキャリア意識向上のた
めには短期の実践だけでなく、長期にわたる
交流が必要であると考えられる。これらの点
については今後の課題とし、引き続き研究を
行ってきたい。 
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